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☆　はじめに

　11 月になりました。早いもので残すと
ころ今年も後・・・という季節はもう間近
です。先月号ではストーブのお話をしまし
たが読者皆様の冬支度はお済でしょうか？
寒い冬にしっかりと備えてください。
　さて今回のスタジオ夜話、前回に引き続
きヘッドホン聴取を前提とした「サウンド
ドラマの制作技法その実際」Ⅱです。前回
お話した空間要素 1）2）3）をさらに具体
的に突き詰めてお話します。お付き合いの
ほどよろしくお願いいたします。

☆�ヘッドホン聴取を前提とした「サウンド
ドラマの制作技法その実際」Ⅱ
　基本設定の具体的なお話1

　前回にひき続きお話するのは HPL 前提
での空間設定についてのお話です。サウン
ドドラマ制作上の基本空間の設定、3 空間
についてさらにお話を進めます。サウンド
ドラマ作品のシュチエーション設定で大切
なものは 2 つあります。
　A）はドラマ上での設定です。（物語の上）
これは物語を展開していく上での設定とい
うべきもので、たとえば時代背景のような
もの、明治時代にパトカーや車の音は存在
しない・・・とか、あるいは登場人物の人
的設定や人間関係など、ドラマの物語上で
の設定となります。
　もう一つが B）具体的シーン設定上のも
のです。昭和時代の街並みでという場面は
物語上の設定 A）でサウンドドラマ制作上
の設定 B）ではこの昭和時代の街並みをど
んな音でどのように表現するかという具体
的なものです。この具体的設定では「使う
音は何か」から始まり「その音をどう使うか」
までを詳細にわたり検討します。空間設定
もここで計画します。

和の港風景を創って行くのです。もちろん
基本空間設定 2）によるロケーションが前
提です。場合によってはこの時すぐに登場
人物の台詞などを配置させることもありま
す。正に頭外定位空間に人物を登場させる
のです。もちろんですが HPL でモニタリ
ング作業になります。
　スタジオ出しの音をダミーヘッド収録し
て素材にしたり、ダミーヘッド収録による
ロケを行ったりと手間暇かかりますが効果
的に計画することが重要です。またスタジ
オでのダミーヘッド収録では反射衝立など
の多用が頭外定位に臨場感を与えます。
　筆者の経験ではあまりデッドな空間での
収録よりも実際の部屋や公園などの空間の
ほうが頭外定位空間に臨場感が生まれます。
このたとえ話の計画自体は非常にシンプル
なものですが通常のスピーカー再生でのス
テレオドラマ制作に比較するとお話したよ
うに収録時のモニタリングに手間を要しま
す。
　別場所、別環境で収録する音を組み合わ
せて使うための手間暇です。ロケ時点で基
本設定に関係する音素材を用意してその音
をモニターしながら収録をするなどの手間
暇です。通常のステレオドラマ制作などの
モニタリングでもこのくらいの作業が行わ
れて当然なのです。（以前スタジオ夜話でも
お話しました。）
　最近では音楽ソースでも随分と考慮され
るようになりましたが未だに録音ミキシン
グなどの制作現場ではスピーカー再生が前
提です。今時音楽を楽しむ若者の大半が
HPL が主流？なのですが・・・HPL が前
提ならミキシングなどのバランスなどが大
きく変わると思うのですが考慮されている
のでしょうか？発売される様々なソースを
聴く限り筆者には疑問です。というわけで
手間暇をかけること。
　またその収録には得意の創意工夫も大切

　ヘッドホン聴取、HPL（Head Phone 
Listening）を前提にした制作では前回お
話した基本 3 空間の設定をこの段階で行う
のです。
　たとえばドラマ冒頭のシュチエーション
設定では（トップシーン）、前回前号の空間
設定 1）で「私はから始まるモノローグに
よる導入部とします。そして背景音には、
空間設定 2）の従来型ダミーヘッド収録に
よるナチュラルな頭外定位の空間が展開し
てくると計画します。
　ドラマ上の設定（ト書きなど）時代背景
は昭和前期、港横浜の風景でと指定されて
いるとしましょう。具体的なサウンド設定
を考えてみます。
　モノローグ「私は～」は頭内定位でセン
ターで始まります。モノローグはそのまま
頭内センターに定位させておくのでマイク
ロフォン 1 点のモノラル収録です。
　都合の良い時点でダミーヘッド収録した
空間設定 2）の遠くで OFF で鳴る汽笛（単
音として使う）これは当然汽笛をダミーヘッ
ドロケーシ収録しますが、汽笛そのものだ
けを切り取って使います。
　そこに汽笛とは空間の広さの違う港の雑
踏、空間設定 2）の背景音を FI させます。
　まず汽笛の単音、空間設定 2）は頭内定
位のモノローグに対して、かなり遠くの空
間性をもった頭外定位音でリスナーにドラ
マ空間設定でのインパクトあるアプローチ
となります。同時に FI してくる頭外定位の
背景音、空間設定 2）はドラマ導入のきっ
かけになる汽笛音に対してより近くの現実
的ドラマ空間としての背景音となりリス
ナーに対してリアリティある空間を周囲に
展開します。
　モノローグの頭内定位に対してこの頭外
定位した背景音は隔日にかつ効果的にその
役目を果たします。次はその背景音に加え
る様々な音を収録して空間上に配置し、昭

第114　スタジオ夜話

「サウンドドラマの制作技法」Ⅺ
ヘッドホン聴取を前提としたサウンドドラマの制作



16

FDI・2022・11

ドドララママ上上のの音音（（トトッッププシシーーンン））

モモノノロローーググはは頭頭内内定定位位ででここのの位位置置でで聴聴ここええてていいまますす。。

昭昭和和初初めめのの様様々々なな音音をを想想像像ししななががらら頭頭外外にに移移動動をを含含めめ配配置置

リリススナナーーににはは当当初初①①ののモモノノロローーググししかか聞聞ここええまませせんん。。そそここにに②②のの汽汽笛笛ががききここええまますす。。頭頭外外のの遠遠くくにに聞聞ここええるるのの
でで驚驚ききでですす。。
そそここにに③③のの背背景景音音がが空空間間性性ををももっっててリリススナナーーのの周周りりににリリアアリリテティィををももっってて出出現現すするる設設定定でですす。。

OONN//OOFFFFのの創創りり方方

110000mm
MMIICC 5500mm

５５００ｃｃｍｍ ５５００ｍｍやや１１００００ｍｍににななるるととススタタジジオオのの広広ささだだけけでではは表表現現不不可可
ママイイククロロフフォォンンのの音音量量をを調調整整すするる。。

５５ｍｍ
AAとと比比較較モモニニタタリリンンググししななががらら５５ｍｍにに聞聞ここええるるよよううにに。。

☆☆ スステテレレオオドドララママ制制作作のの場場合合ススタタジジオオ内内５５ｍｍ位位ままでではは定定位位委委位位置置関関係係がが分分かかりりややすすいいＭＭＳＳ収収録録
をを推推奨奨。。2200ｍｍ以以上上のの距距離離感感をを演演出出すするるににははスステテレレオオ２２本本ののママイイククロロフフォォンン収収録録がが良良いい。。
声声出出ししやや至至近近距距離離でではは動動ききののああるる演演技技がが求求めめらられれるる。。

図図２２はは衝衝立立をを人人物物間間にに入入れれててドドアア向向ここううやや隣隣室室ななどどのの距距離離感感をを得得るる方方法法でですす。。

ダダミミーーヘヘッッドド収収録録のの難難点点？？

ダダミミーーヘヘッッドド収収録録でではは前前方方頭頭外外定定位位6600度度ああたたりりのの定定位位感感がが悪悪いいととさされれてていいまますす。。

後後方方もも同同様様でですすがが移移動動感感をを伴伴うう音音ははああるる程程度度　　定定位位感感ががししっっかかりりとと
認認識識ででききまますす。。

ここののよよううにに音音にに移移動動感感ががああれればばかかななりり明明瞭瞭にに頭頭外外定定位位すするる。。

デデッッドドななススタタジジオオででははななくく設設定定空空間間にに近近いい環環境境ででののロロケケ収収録録のの方方がが
定定位位感感がが良良いい。。

ダダミミーーヘヘッッドドをを用用いいててススタタジジオオ収収録録すするるととききはは反反射射性性のの衝衝立立ななどどをを利利用用すするるほほううがが定定位位感感がが良良いい。。

参参考考資資料料

①①

②②

汽汽笛笛のの音音がが遠遠くくにに聞聞ここええるる
（（頭頭外外定定位位））ここ

のの円円のの範範囲囲内内のの背背景景音音をを創創るる

③③  （（頭頭外外定定位位））

AA BB

図図２２

図1
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であることをまずご理解ください。（参考資
料 1）

☆�ヘッドホン聴取を前提とした「サウンド
ドラマの制作技法その実際」Ⅱ
　基本設定の具体的なお話2

　参考図 1 でも十分に理解できるとは思い
ますが HPL が前提でサウンドドラマ制作
を行うには先ず基本的なテクニック？が理
解出来ていることが大切です。単純な ON/
OFF はもとよりステレオでの音像幅や位相
関係、たとえばマイクロフォン 2 本による
ステレオ収録と MS 方式による収録との違
い、そのノウハウはエンジニアや演出家は
当然理解の範囲内であることが大切です。
その上での頭内外定位、空間構成のお話で
す。具体的なお話、単純な ON と OF F の
創り方すら知らない人も若干いるようです。
おさらいしてみましょう。登場人物 ABCD
がいます。A はリスナーのすぐそばで B は
5m の距離、C は 50m とさらに遠くにい
ます。D はさらに遠く 100m です。この
設定で 4 人に会話させてみましょう。スタ
ジオはまあまあの 33 平米位の広さと仮定
します。ABCD の台詞（会話）が重ならな
いなら作業は若干楽になります。また全員
が野外（同一空間）ならこれも楽な設定と
いえるでしょう。こうした条件の違いが収
録に大きく影響します。図 2 は ABCD と
条件は若干異なりますが ON/OFF 音の収
録にあたっての具体的収録プランです。

☆おさらい
　単純なONとOFFの創り方
　
　モノラルを前提とするとマイクロフォン
の前、至近距離に A。B は A とモニタリン
グ比較しながら 5m の距離に聞こえる位置
にスタンバイ。C と D はスタジオの壁面ま
で下がります。もちろん声出しの演技は距
離感があることが前提です。C と D の台
詞はフェーダーを使ってレベル調整するこ
とで距離感をつくることができます。同様
にこれがステレオになってもほぼ同じテク
ニックが使えますが、B と C と D の定位は

重ならない方が良い。重なると表現する距
離感が曖昧となります。これがダミーヘッ
ド収録になるとこのテクニックだけではこ
の距離感は出せません。また少なくとも C
と D はロケーション収録になる可能性が大
です。参考図には別の設定条件でのスタジ
オ収録例を紹介していますが、基本モノラ
ルでのプランニングです。ステレオになる
とこのセッティングにはかなり無理があり
ます。ダミーヘッド収録では問題外のセッ
ティングです。次回はこの設定をステレオ
収録では、あるいはダミーヘッド収録では
どのようにアプローチするかのお話をしま
す。

☆おことわりの説明

　ご存じのようにバイノーラル、ダミー
ヘッド収録では様々な要素を検討しなけれ
ばなりません。物理学的、あるいは音響学
的なところからすればスタジオ夜話的な話
は・・・？といわれても仕方がないかもし
れません。ダミーヘッド自体のお話でも音
響学的にはヘッド自体の形状や外耳道の構
造マイクロフォンの設置・設定などその
要素を数値化したデータが多数存在しま
す。またそれらデータを使い物理的フィル
ターの設計など歴史のなかで取り組んでき

ました。ダミーヘッド収録では未だに解決
できていないことが多数あります。前方方
向の定位の悪さや上下感の曖昧さなど数え
上げればキリがありません。昨今リスナー
の耳の形状の個人差なども問題とされてい
ます。スタジオ夜話ではこうした問題点を
無視してサウンドドラマ制作のお話をして
いる訳ではありません。実際に創ってみた
結果様々な興味ある点が発見できたこと、
またその可能性に惹かれたことをお話して
います。今日こうした歴史の中で解き明か
されたデータを元に様々なエンコーダー類
も出現しています。HPL（Head Phone 
Listening）を前提にしたサウンドドラマ
制作の可能性、これからも楽しく実践して
行きたいと思います。また機会をみて科学
的？文献などもご紹介させていただきます。

次回は
　ヘッドホン聴取を前提とした「サウンド
ドラマの制作技法その実際」の続きです。
今回お話したよりもさらに具体的に突き詰
めてお話します。様々な失敗、試行錯誤の
作品創りのお話です。お付き合いのほどよ
ろしくお願いいたします。

娘が腰をおろしています。静けさの中に、笹の葉が
風に揺れています。遠くに汽笛が聴こえます。娘は
何かを待っているかのようです。　　　（mo）


